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七夕飾りに願いを込のτ

　南日向天使幼稚園の園児らが7月6日、オープン

したばかりの日向サンパーウオートキヤンプ場に七

夕の飾り付けを行いました。4棟のコテージにそれ

ぞれ飾られた七夕の短冊には、「親切な人になりま

すように」とか「お手伝いをきちんとします」と、

かわいい願い事がたくさん書いてありました。

特集　これが介護保険



平成12年4月1日から始まります

これが介護保険
特集

急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
大
き
な
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
残
さ
れ
た
能
力
を
活
か
し
て
、
で
き
る
限
り
自
立
し
、
尊
厳
を
も
っ

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
共
通
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
家

族
だ
け
で
介
護
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

保
険
に
加
入
す
る
の
は

40

ﾎ
以
上
の
人

　
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保

険
者
）
と
、
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

（
第
2
号
被
保
険
者
）
が
、
介
護

保
険
に
加
入
し
ま
す
。

保
険
料
は

所
得
に
応
じ
て

●
6
5
歳
以
上
の
人

　
　
　
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　
保
険
料
は
、
市
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
に
応
じ
て
高
く
な
っ
た

り
、
低
く
な
っ
た
り
し
、
所
得
に

応
じ
て
も
変
わ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
支
払
い
方
法
は
、
年

金
額
が
一
定
額
以
上
の
人
は
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の

人
は
個
別
に
市
に
支
払
い
ま
す
。

●
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人

　
　
　
（
第
2
号
被
保
険
者
）

　
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

そ
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保

険
の
算
定
方
法
に
よ
り
決
ま
り
、

医
療
保
険
料
と
一
緒
に
支
払
い
ま

す
。◎

社
会
保
険
で
は
…

　
医
療
保
険
と
同
じ
よ
う
に
事
業

主
と
折
半
で
負
担
し
ま
す
。
被
扶

養
者
は
、
直
接
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
国
民
健
康
保
険
で
は
…

　
所
得
や
資
産
な
ど
に
応
じ
た
負

担
と
な
り
、
半
額
は
国
が
負
担
し

ま
す
。ど

ん
な
と
き
に

．
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
？

　
寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
（
要
介

護
状
態
〉
に
な
っ
た
り
、
常
時
の

介
護
ま
で
は
必
要
な
い
が
、
家
事

や
身
じ
た
く
な
ど
、
日
常
生
活
に

支
援
が
必
要
な
状
態
（
要
支
援
状

態
）
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
介

護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い
と
き
は
？

　
ま
ず
、
市
に
要
介
護
認
定
を
申

請
し
ま
す
。
す
る
と
市
で
は
、
市

の
職
員
、
市
の
委
託
を
受
け
た
施

設
や
事
業
者
の
職
員
（
介
護
支
援

専
門
員
）
が
家
庭
に
伺
い
、
心
身

の
状
況
等
の
調
査
を
し
ま
す
。

　
そ
の
調
査
の
結
果
や
か
か
り
つ

け
の
医
師
の
意
見
書
を
も
と
に
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
か

ら
な
る
審
査
会
で
、
要
介
護
状
態

あ
る
い
は
要
支
援
状
態
に
あ
る
か

ど
う
か
、
ま
た
ど
の
程
度
の
介
護

が
必
要
か
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
る
と
、
申
請
目
以
降

に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？

　
介
護
保
険
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
介
護
支

援
専
門
員
、
要
介
護
者
等
及
び
そ

の
家
族
、
各
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が

一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
、
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
決
定
し
ま

す
。●

在
宅
サ
ー
ビ
ス

◆
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

◆
訪
問
入
浴

◆
訪
問
看
護

◆
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
日
帰
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
（
デ
イ
ケ
ア
）

◆
居
宅
療
養
管
理
指
導

（
医
師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
訪
問

診
察
等
）

◆
日
帰
り
介
護

　
　
　
　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◆
短
期
入
所
生
活
介
護

　
　
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

◆
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

2

保険者（市）

第1号被保険者

保険料
（桿％）

第2号被保険者
保険料
（33％）

公　　　費
（50％）

国25％

県12．5％

町12．5％

レ〔巫郵
屡
堂年金から

◆
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

◆
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る

介
護

◆
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
費
の

支
給

◆
住
宅
改
修
費
の
支
給

〔
て
す
り
、
段
差
の
解
消
な
ど
）

実
態
調
査
に

ご
協
力
を

社会保険

診療報酬

支払基金

一
括
納
付

全
国
で
ま
と
め

医療保険者

・健保組合

・国保など

サービスが受けたい

被保険者

（．　〆イ＼夢
》」

寡

6

【；”
被保険者
歳以上）

．
・
．
号
臓

　
－
俗

　
第

七「鍾

　’曽　　冒

保険料

＾舶

E
　
順r∫

ミぴ

第2号被保険者
　（40歳～64歳）

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
提
供

　　一　　ロ　一　　　一一　　　一

市

　　　　一　　　一　　　一　　　一　　曜　　一　一　　一
、　一

サービス費用の
在宅サービス

一部負担

訪問調査

かかりつけ医

　　の

、意見書

介護認定審査会

認　定

介護サービス計画

施設サービス

口
。

ロ
　
　
ロ

0
ロ
ロ

ロ
ロ
「

ロ
ロ

0

●
施
設
サ
ー
ビ
ス

◆
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

◆
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
（
老
人
保
健
施
設
）

◆
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　
・
療
養
型
病
床
翫

　
・
老
人
性
痴
呆
疾
患
療
養
病
棟

　
・
介
護
力
強
化
病
院

　
　
　
　
（
施
行
後
3
年
間
）

自
己
負
担
は

1
割
で
す

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
、
利
用
者
は
か
か
っ
た

費
用
の
1
割
を
負
担
し
ま
す
。
施

設
入
所
の
場
合
、
食
費
は
医
療
保

険
と
同
様
の
利
用
者
負
担
が
あ
り

ま
す
．

　
た
だ
し
、
1
割
負
担
が
高
額
に

な
る
場
合
、
自
己
負
担
の
ヒ
限
が

設
定
さ
れ
ま
す
。

　
市
は
、
介
護
保
険
制
度
を
は
じ

め
と
す
る
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
．
．

　
調
査
は
、
6
5
歳
以
し
の
約
9
8

0
0
人
の
中
か
ら
3
0
0
0
人
ほ

ど
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
今
後
希

望
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
伺
う
も
の
で
す
。

　
調
査
対
象
者
に
は
、
8
月
中
に

地
区
民
生
委
員
が
用
紙
を
配
付
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。介

護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　
県
で
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な

実
務
研
修
の
受
講
者
を
選
考
す
る

試
験
を
行
い
ま
す
．
、

◇
試
験
日
1
1
1
0
月
4
口
（
H
）

◇
会
場
1
1
宮
崎
産
業
経
営
大
学
・

宮
崎
公
立
大
学

◇
受
付
期
間
1
1
8
月
1
0
日
（
月
）
～

31

冝
i
月
）

◇
申
込
書
の
配
布
場
所
1
1
市
福
祉

事
務
所
ま
た
は
日
向
保
健
所

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
県
高
齢
者
対
策

課
（
燈
0
9
8
5
1
2
6
－
7
0
5
9
）
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日
向
市
は
、
平
成
1
3
年
度
で
市
制
施

行
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
市
は
、
そ
れ

を
記
念
し
て
「
日
向
市
史
」
の
編
さ
ん

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
日
向
市
史
編
さ
ん
基

本
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
日
向
市
史
編
さ
ん
基
本
計
画
》

■
「
『
約

　
日
向
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
事
業
と

し
て
「
日
向
市
史
」
を
編
さ
ん
及
び
刊

行
し
ま
す
．
こ
れ
は
、
市
民
の
郷
土
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
誇
り
を
高
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
市
の
発
展
と
文
化

の
向
ヒ
に
役
疏
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

圏
基
本
方
創

㊤
現
在
の
日
向
市
域
を
主
た
る
対
象
と

　
し
て
、
歴
史
的
経
過
を
正
確
に
把
握

　
し
、
わ
が
国
の
歴
史
に
お
け
る
口
向

　
市
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
と

　
と
も
に
、
日
向
の
生
活
文
化
の
発
展

　
を
歴
史
的
に
系
統
立
て
て
明
ら
か
に

　
し
ま
す

②
学
問
的
に
高
い
水
準
の
編
集
を
保
ち

　
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
平
易
な
表
現

　
と
し
、
写
真
、
図
版
、
統
計
な
ど
を

　
多
く
取
り
入
れ
読
み
や
す
く
、
市
民

　
に
と
っ
て
愛
さ
れ
親
し
み
や
す
い
も

　
の
と
し
ま
す

⑤
歴
史
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
市
内

　
外
の
関
係
資
料
を
可
能
な
限
り
収
集

　
し
、
そ
の
保
存
に
努
め
、
今
後
の
郷

●
市
三
編
さ
ん
事
業
計
画

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
史
料
を

市
民
共
有
の
財
産
と
し
て

土
の
研
究
及
び
学
術
文
化
の
振
興
に
　
　
力
年
と
す
る
．
、
刊
行
の
年
次
計
画
は
、

役
」
断
て
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

■
市
史
の
編
さ
ん
及
ひ
刑
行

①
市
史
の
編
さ
ん
過
程
で
収
集
す
る

　
資
・
史
料
等
は
、
こ
れ
を
保
存
整
理

　
し
、
市
民
に
提
供
し
ま
す

②
刊
行
す
る
市
史
は
、
通
史
編
、
細
編
、

　
資
料
編
と
し
、
お
お
む
ね
次
の
と
お

　
り
と
し
ま
す

　
◎
通
史
編
（
上
下
2
巻
〉

　
◎
民
俗
・
文
化
財
編

　
◎
資
料
編
（
2
巻
）

⑤
刊
行
す
る
市
史
の
規
格
は
A
5
版
と

　
し
、
各
巻
5
0
0
～
1
0
0
0
頁
程

　
度
、
刊
行
部
数
は
通
史
編
が
1
5
0

　
0
部
、
そ
の
他
を
1
0
0
0
部
程
度

　
と
し
ま
す

■
編
さ
ん
及
び
刊
行
期
間

　
編
さ
ん
を
平
成
1
0
年
度
か
ら
始
め
、

刊
行
は
平
成
1
2
年
度
か
ら
お
お
む
ね
5

平
成
1
0
年
度

．
平
成
1
1
年
度

平
成
1
2
年
度

．
平
成
1
3
年
度

平
成
1
4
年
度

平
成
1
5
年
度

平
成
1
6
年
度

資
料
調
査
・
収
集

資
料
調
査
・
収
集

資
料
調
査
・
収
集
及
び

資
料
編
刊
行

資
料
調
査
・
収
集
及
び

資
料
編
刊
行

民
族
・
文
化
財
一
団
行

通
史
（
上
）
田
行

通
史
（
下
）
刊
行

市
民
参
加
の
市
史
づ
く
り

　
現
在
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
計
画

に
沿
っ
て
、
資
（
史
）
料
の
調
査
・
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
手

．
兀
に
次
の
よ
う
な
資
（
史
）
料
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
史
編
さ
ん
室
（
雪

内
線
2
2
3
6
・
2
2
3
7
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

㊦
舌
い
記
録
（
文
書
類
）
　
家
庭
の
［

　
記
、
手
紙
、
新
聞
、
地
域
の
行
事
や

　
会
議
の
資
料
な
ど
で
昔
の
様
f
が
わ

　
か
る
も
の

易
．
写
真
類
　
町
や
村
の
地
域
の
風
景
、

　
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
行
事
で
昔
の

　
様
子
が
伺
え
る
も
の

〔
邑
地
図
・
絵
図
類
　
町
並
み
や
地
域
の

　
様
子
が
分
か
る
も
の

〔
④
昔
の
道
具
　
昔
の
生
活
が
伺
え
る
生

　
活
用
具
、
農
林
作
業
道
具

擁．．

▲遠見地区の柄本家に代々伝わってき

　た遠見鏡（今でいう望遠鏡）。江戸

　時代後期のものらしいが、現在詳し

　い調査を行っています。
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運指し
●ら

‘」

モデル団体等奄指定
＼

＼．訴

指定書を受け取るモデル団体等の代表者

　
日
向
市
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
は
7
月
1
3

日
、
今
年
度
の
花
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
団
体

等
の
指
定
式
を
行
い
、
指
定
書

を
交
付
し
ま
し
た
．
、
指
定
を
受

け
た
団
体
は
、
自
治
公
民
館
や

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど
1
9

団
体
で
、
指
定
書
と
合
わ
せ
花

づ
く
り
の
助
成
金
8
万
円
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　
日
向
市
の
花
の
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
平
成
5
年
度
に

基
本
計
画
を
策
定
し
、
「
ほ
ほ

え
む
、
ひ
ま
わ
り
の
ま
ち
・
日

向
市
」
を
基
本
理
念
に
こ
れ
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
6
年
度
に
自
治

公
民
館
や
商
工
業
、
農
林
水
産

業
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
代
表
者
6
0
人
で
構
成
す
る

目
向
市
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
を
設
置
し
ま

し
た
．
．
こ
の
協
議
会
に
は
、
モ

デ
ル
事
業
推
進
分
科
会
、
花
づ

く
り
推
進
分
科
会
、
ひ
ま
わ
り

推
進
分
科
会
の
一
．
一
つ
の
分
科
会

を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
花
の
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
．
．

　
指
定
式
で
赤
木
市
長
は
「
花

づ
く
り
は
、
人
を
慈
し
む
心
を

育
て
ま
す
。
今
回
指
定
を
受
け

た
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
地

域
の
人
や
会
員
と
「
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
．
．

　
指
定
さ
れ
た
団
体
等
は
、
次

の
と
お
り
で
す
．
、

　
▽
南
町
区
自
治
公
民
館
▽
本

谷
区
自
治
公
民
館
▽
中
村
区
自

治
公
民
館
▽
比
良
区
自
治
公
民

館
▽
曽
根
区
自
治
公
民
館
▽
梶

木
区
自
治
公
民
館
▽
細
島
地
区

花
づ
く
り
会
▽
金
ケ
浜
区
自
治

公
民
館
▽
余
瀬
む
ら
お
こ
し
会

▽
学
校
用
務
員
部
会
南
班
▽
学

校
用
務
員
部
会
北
班
▽
県
立
H

向
養
護
学
校
▽
花
い
っ
ぱ
い
堀

一
方
区
▽
向
洋
台
区
自
治
公
民

館
▽
亀
崎
東
区
自
治
公
民
館
▽

笹
野
東
区
自
治
公
民
館
花
づ
く

り
愛
好
会
▽
富
高
地
区
エ
ビ
ネ

欄
保
存
会
▽
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
ロ
向
▽
鵜
毛
区
自
治
公
民

館※
来
年
3
月
2
7
1
1
か
ら
5
月
3
0

日
ま
で
第
1
6
回
全
国
都
市
緑
化

み
や
ざ
き
フ
ェ
ア
〔
グ
リ
ー
ン

博
み
や
ざ
き
9
9
）
が
、
宮
崎
市

の
阿
波
岐
原
森
林
公
園
を
主
会

場
に
開
か
れ
ま
す
。
日
向
市
で

は
、
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

が
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
っ
て

い
て
、
新
た
に
花
壇
を
整
備
し

ま
す
。
こ
の
花
壇
は
、
グ
リ
ー

ン
博
終
r
後
も
、
市
民
の
花
壇

と
し
て
残
す
弄
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　　

@　

ﾐ
ま
わ
り
基
金
助
成
事
業

　
平
成
1
0
年
度
ひ
ま
わ
り
基
金

助
成
事
業
認
定
証
の
交
付
式
が

7
月
1
3
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
8
団
体
が
認
定
さ

れ
、
助
成
額
は
総
額
で
約
2
5

0
万
円
で
す
。

　
ひ
ま
わ
り
基
金
助
成
事
業
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
市
内
の
団
体
に

対
し
、
そ
の
事
業
費
の
］
部
を

助
成
し
よ
う
と
、
国
の
ふ
る
さ

と
創
成
事
業
の
1
億
円
を
活
用

し
平
成
2
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
平
成
9
年
度

ま
で
に
、
延
べ
9
7
団
体
が
こ
の

助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
認
定
さ
れ
た
団
体

及
び
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
▽
堀
一
方
里
…
潮
実
年
会
　
自

然
環
境
の
美
化
活
動
、
明
日
葉

の
育
成
、
▽
日
向
十
五
夜
奉
納

太
鼓
　
十
五
夜
奉
納
太
鼓
を
育

成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加

す
る
、
▽
㈹
日
向
青
年
会
議
所

　
「
わ
ん
ぱ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
」
の
開
催
、
▽
切
二
盆
踊
り

保
存
会
　
盆
踊
り
の
維
持
保

存
、
後
継
者
育
成
、
普
及
、
▽

南
若
太
鼓
台
保
存
会
　
南
若
太

鼓
台
の
製
作
、
▽
遠
見
婦
人
会

特
産
品
加
工
販
売
及
び
研
究
開

発
グ
ル
ー
プ
　
特
産
品
の
開

発
、
加
工
販
売
、
▽
美
々
津
「
擢

伝
馬
踊
り
」
保
存
会
　
擢
伝
馬

船
の
造
船
、
収
納
庫
整
備
、
衣

装
購
入
、
▽
日
向
ナ
ツ
メ
ロ
会

　
バ
ン
ド
奏
者
の
育
成
、
楽
器

等
の
整
備

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
団
体

5
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雪裏締

　
沸
紙

幽
輔
部

茎
，
一

塑
『

事
螂

昌
＝
曙
鉾

悉
垂

建
．

▲
猛
呂

平
成
1
0
年
第
3
回
日
向
市
議
会
（
定
例

会
）
が
、
6
月
8
日
か
ら
2
4
日
ま
で
の

17

匇
ﾔ
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
会
に
は
、
専
決
処
分
1
件
、
人
事
案

件
1
件
、
条
例
4
件
、
事
件
決
議
5
件

及
び
補
正
予
算
4
件
の
計
1
5
件
を
提
出

し
、
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
｛
疋
資
釜
住
評
価
審
一
一
天
女
ロ
貝
△
五

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
固
｛
疋
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

吉
紹
一
夫
さ
ん
か
ら
辞
任
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
後
任
と
し
て
佐
藤

倉
市
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
一
、

　
同
委
員
会
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の

申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
審
査
を
行
う

市
か
ら
義
疏
し
た
機
関
で
す
，

業
務
委
託
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
に
、
戸
籍
事
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
．
一
戸
籍
事
務
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
事

務
の
迅
速
化
が
図
ら
れ

る
ほ
か
、
ど
こ
の
支
所

で
も
戸
籍
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
．
．

　
業
務
委
託
契
約
の
内

容
は
、
戸
籍
簿
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
入
力

作
業
で
、
契
約
に
当

た
っ
て
は
業
務
の
特
殊

性
を
考
慮
し
て
随
意
契

約
と
し
ま
し
た
、

　
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
、

今
年
度
中
の
稼
働
を
H
指
し
て
い
ま
す
。

般
会
計
補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
は
、
公
共
事
業
の
施
⊥

促
進
を
図
る
た
め
、
国
・
県
補
助
金
の

決
定
に
伴
う
事
業
を
中
心
に
、
緊
急
か

つ
や
む
を
得
な
い
経
費
に
限
っ
て
行
い

ま
し
な
補
止
額
は
1
億
7
3
ユ
万
7

U
O
O
円
で
、
補
正
後
の
金
額
は
2
0

2
億
8
7
3
1
万
7
0
0
0
円
で
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
国
際
交
流
推
進
事
業
1
1
国
際
交
流
員

が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
う
費
用

◇
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修

事
業
1
1
全
科
履
修
生
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
施
設
を
改
修
し
ま
す

覇
贈
．
‘

鰹
、

　　　　　　　　　　　　　　　’嫡陰　鋼騰．、
　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　数凌ノ

戸籍事務のコンピュータ化で窓ロサービスもアップ

安
心
、
自
信
、
自
由
が

守
ら
れ
る
社
会
を

熱心に市場さんの話を聞く参加者

　
第
9
回
口
向
市
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

6
月
2
4
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
な
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

2
回
に
分
け
て
実
施
。
そ
の
第
－
同
目

と
な
る
今
同
は
、
社
会
心
理
学
講
師
で

あ
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
中
の

市
場
恵
．
†
さ
ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「
女
の
か
ら
だ
は
女
の
も
の
」
と
い
う

演
題
で
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
場
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
会
つ

た
女
性
の
話
や
女
性
を
取
り
巻
く
現
状

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
「
女
性
で
も
子

供
で
も
障
害
者
で
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に

そ
の
人
の
人
生
が
あ
る
。
生
き
て
い
く

う
え
で
大
切
な
安
心
、
自
信
、
自
由
が

守
ら
れ
る
社
会
を
作
り
ヒ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
一
と
訴
え
ま
し
た
。

6

≒

．
階
難
．
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の
冒

曝

ぐ

」托
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艶　　．蟻

木市長ら

　
読
響
の
日
向
サ
ン
バ
ト
ク
に
整
備

し
て
い
ま
し
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
完
成
し
7
月
－
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
，

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
地
元
の
方
や

工
事
関
係
者
ら
が
出
席
。
神
事
に
引

き
続
い
て
赤
木
市
長
が
「
こ
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
楽
し
く
交
流
の
で
き
る
レ

ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
、
皆
様
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ

の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
完
成
を
祝

い
ま
し
た
．
、

　
市
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
建
設
は
、

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
石
並
川
キ
ャ
ン

プ
場
に
次
い
で
2
ヵ
所
目
，
こ
れ
か

ら
の
夏
本
番
を
迎
え
、
日
向
の
自
然

を
満
喫
で
き
る
新
た
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が
高

ま
り
そ
う
で
す
。

　
今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
北
側
に
コ

テ
ー
ジ
4
棟
及
び
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

27

謇
諱
A
炊
飯
棟
2
棟
、
管
理
棟
を

備
え
た
本
格
的
な
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
コ
テ
ー

ジ
は
、
約
3
6
坪
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ス
ペ
ー
ス
の
2
階
建
で
、
冷
暖
房
や

浴
室
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
寝
具
や

テ
レ
ビ
、
台
所
用
品
な
ど
が
完
備
さ

れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
別
荘
気
分
が
味

わ
え
ま
す
。

　
管
理
棟
に
は
、
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー

や
洗
濯
機
、
乾
燥
機
も
設
け
ら
れ
て

い
て
、
食
材
と
着
替
え
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
使
用
料
は
、
コ
テ
ー
ジ
が
1
万
3

0
0
0
円
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
3

0
0
0
円
（
い
ず
れ
も
税
抜
き
）
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
　
そ
の
ほ
か
に
も
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
グ
リ
ル
や
テ
ン
ト
、
寝
袋
な
ど
の
レ

　
ン
タ
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
．
、

　
　
申
し
込
み
は
、
直
接
、
鍵
盤
サ
ン

　
パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
含
5
8

　
1
0
6
3
6
）
へ
．
、
予
約
は
、
利
用

　
の
3
カ
月
前
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

’凝
．

r． �D購藍i：垂鍵：．．＿．．．∴．、誉

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ　へ

　　＿躍．r　　　　　　　遡i
完成した日向サンパークオートキャンプ場

環境問題は足元から　
平
成
1
0
年
度
地
域
環
境
保
全
セ
ミ

ナ
ー
が
6
月
拠
H
、
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
ご
み
問

題
研
究
会
の
片
山
純
子
さ
ん
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
，
片
山
さ
ん
は
、
仲
間

の
主
婦
1
0
人
で
作
る
会
の
活
動
を
も
と

に
「
ご
み
問
題
を
難
し
く
考
え
ず
に
、

足
元
か
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
訴
え
、
　
一
人
で
も
で
き
る
ご

み
減
量
活
動
と
し
て
「
買
い
物
袋
の
持

参
」
を
紹
介
し
ま
し
た
．

　
ま
た
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
地
域
環
境

美
化
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
石

並
区
の
甲
斐
武
臣
さ
ん
ら
個
人
8
人
と

奥
野
老
人
ク
ラ
ブ
の
1
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
．
．

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
行

政
相
談
尽
の
河
野
サ
エ
子
さ
ん
の
電
話

番
号
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
「
8
5
2
1
2
6
2
6
」
で
す
。
お

わ
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

7



難袈酸塞貰孟オーラム塩月智恵子さん（58歳：笹野西）

自
分
の
考
え
や
意
見
を
発

男
女
が
と
も
に
す
て
き
に
生．黙

し
て

き
る
社
会
を

懸
ひ
む
か
疫

0
「
0
0
D
甲
⊂
コ

　
「
先
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
本
当

に
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
実
行

委
員
と
も
ど
も
大
変
立
［
ん
で
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
る
の
は
、
．
平
成
1
0
年
度

日
向
市
女
性
フ
ナ
，
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長

の
塩
月
智
恵
子
さ
ん
で
す
．

　
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
年
で
9
回

目
．
、
女
性
の
社
会
参
加
と
地
位
の
向
上

を
目
指
し
て
、
平
成
2
年
か
ら
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
市
の
進
め
る
女
性
施

策
の
中
で
一
番
大
き
な
啓
発
事
業
で
す

が
、
当
初
か
ら
運
営
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
は
、
市
民
か
ら
公
募
し

た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
す
．
、
塩
月

さ
ん
は
、
第
6
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
引

き
続
い
て
実
行
委
員
長
を
務
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
．
．

，
　
「
今
年
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
2

同
に
分
け
て
実
施
す
る
と
い
う
、
今
ま

で
と
少
し
違
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
．
．

6
月
の
1
回
目
が
講
演
会
、
9
月
の
2

回
目
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
交
換
会

の
場
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
分
科
会
を
開
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
も
の

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
．
、
分
か
ら
な

い
所
に
楽
し
み
や
期
待
が
あ
り
ま
す
」

と
塩
月
さ
ん
，

　
実
行
委
員
長
を
務
め
る
塩
月
さ
ん
に

と
っ
て
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
は
、

本
当
に
心
強
い
そ
う
で
す
．
、
一
人
ひ
と

り
が
責
任
感
を
も
っ
て
行
動
し
て
く
れ

る
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
，
や
り
遂
げ

た
後
の
喜
び
を
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
分
か

ち
合
え
る
の
が
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い

と
、
塩
月
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
男
女
平
等
が
叫
ば
れ
る
今
日
．
．
「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
塩
月
さ
ん
は
、
「
だ
れ
も
が
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
は
、
だ
れ
か
に

任
せ
て
ば
か
り
で
は
い
け
ま
せ
ん
一
、
ま

ず
、
自
分
自
身
か
ら
行
動
を
起
こ
し
、

自
分
の
考
え
を
多
く
の
人
に
発
信
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い
で

す
ね
，
女
性
も
、
男
性
も
、
ぜ
ひ
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
自
分
の
考

え
や
意
見
を
多
く
の
人
に
発
信
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
2
1
世
紀
に
向

け
て
男
女
が
と
も
に
す
て
き
に
生
き
る

社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
，

　
保
育
園
園
．
長
の
塩
月
さ
ん
は
、
こ
の

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ま
た
、
そ
の
実
行

氏
女
員
会
を
通
し
て
得
た
知
識
や
考
え
を

仕
事
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
．

塩月さんを中心に開かれる実行委員会

9

■広報紙に掲載された写真を差しあげます。

希望する方は市総務課（君内線2234）まで

難》毫

・・．．二賊「罫ご錘繍「・．

、．r♂ F筆ゴ…L、．’．・・5

学びました．働くことの大切ざ層〉

　富島中学校の3年生が7月7Ll、市内49の．事業

所で職場体験学習を行いました。これは、各職場

での見学や実習を通して働くことの意義を学び、

将来の職業選択に役立てることが目的です。

　日知屋保育所には、7人の生徒が来園。ゲーム

をしたり、　・緒にお弁当を食べたりと、子供たち

に囲まれ有意義なひとときを過ごしました。

交遙事故のない麦全て明る1、．まちをレ

　7月11日から20卜1まで「夏の交通安全県民総ぐ

るみ運動」が展開されました。今回の運動のスロー

ガンは「交通安全マナーアップと思いやり」。

　交通安全街頭キャンペーンは13口、市立図書館

前で実施され、日向市交通安全対策協議会の会員

らがチラシやマスコット人形を配って、ドライ

バーの皆さんに安全運転を呼びかけました、

n肌爪卜Tnp7r「q
lv’　－＾誌あ謡額

＜全国に誇れる晦1∵ヨ＼

　口豊海岸クリーン大作戦が7月5日、市内17の

海岸で行われ、早朝から約2200人もの市民が海岸

に出て清掃作業に汗を流しました．集められたご

みの量は、燃えるごみ1960kq、燃えないごみ1560kq

の計3520k・1。日本の渚百選「お倉ケ浜」やH本の

水浴場55選「伊勢ヶ浜」など全国に誇れる海を、

いつまでも守り続けましょう。

，甘心

＜市内36番目の自主防災会が誕生

　7月7日、下原町区自主防災会の発会式が、下

原町公民館で開かれました。自主防災会の目的は

「自分たちの地域は自分たちで守ろう」を基本理

念に、防災活動を通じて防災意識の向上と緊急時

の被害軽減を図ることです。発会式には、多くの

区民が出席し、規約や事業計画などを審議し、会

長に本部賢次区長公民館長を選任しました。

〆ノソ

8



餓

し
撃
膨
犠
錺

み
　
な
さ
き
が
は
な

御
名
崎
ケ
轟
遊
歩
道
か
ら

金
ケ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

⑦

　
忠
魂
碑
を
建
立
し
た
こ
と
は
、
こ
の

遊
歩
道
が
開
通
し
た
当
時
の
地
域
の

方
々
の
思
い
入
れ
が
、
よ
ほ
ど
熱
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
こ
の
遊
歩
道
沿
い
に
、
地
名
の

表
示
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
忠
魂
碑
の
す
ぐ
下
に
、
古
同
さ
一
・
6

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
古
い
石
碑
が
あ
り
、

「
奉
納
龍
宮
神
社
祭
神
」
の
文
字
が
よ

う
や
く
見
て
取
れ
ま
す
．
．
遊
歩
道
は
、　　　骸

こ
こ
か
ら
南
方
向
へ
と
続
き
、
木
立
の

　
　
中
を
2
～
3
分
下
る
と
磯
の
波
打

　
　
ち
際
に
出
ま
す
．
．

　
　
　
そ
こ
は
、
水
際
か
ら
歩
道
ま
で

　
　
約
1
0
メ
ー
ト
ル
の
斜
面
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
張
り
に
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
に
直
系
5
・
6
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
2
メ
ー
ト
ル
の
丸
太
ん
棒
が
、
幅

50

Z
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
「
コ
ロ
」

と
し
て
敷
き
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
小
船
を
陸
に
引
き
上
げ
る
た
め

の
も
の
で
す
が
、
こ
の
方
法
は
昔
も
今

も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
．
．
そ
れ
に
し

て
も
、
こ
の
ル
ー
ト
を
歩
く
者
に
し
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
し
く
貴
重
な

風
景
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
磯
特
有
の

荒
々
し
い
岩
場
か
ら
次
の
岩
場
へ
と
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
し
っ
か
り
と
つ

な
が
れ
た
ル
ー
ト
が
続
き
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
岩
脇
中
学
校
か
ら
南
日
向
公
民
館

の
下
辺
り
で
す
。

　
途
中
、
高
低
差
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

段
々
が
数
ヵ
所
あ
り
、
小
さ
な
流
れ
の

あ
る
と
こ
ろ
で
は
橋
も
か
か
り
、
ま
る

で
渓
谷
の
上
を
わ
た
る
よ
う
な
感
じ
で

す
。
磯
の
岩
礁
の
間
に
打
ち
寄
せ
る
波

を
見
、
音
を
聞
き
な
が
ら
の
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
歩
行
が
楽
し
め
ま
す
．
．

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　乏
σ　　　セ

b

詞．

圏
6

永
友

　正
　則
　さ
鶉ん
歳

比
良

　セコム宮崎㈱日向営業所所長として、家庭

や事業所の警備業務に携わっています。都市

化が進み犯罪の発生率が高まる中、注目され

る分野でやり甲斐がありますね、趣味は釣り

ですが、今は太鼓に熱中。日向卜五夜奉納太

鼓のメンバーとして各種イベントに参加して

いますので、応援をよろしくお願いします、

い
き
い
き

　
　
青
春
卜
ー
ケ

清
水
ひ
ろ
み
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
歳
一
原
町

　日本ホワイトファーム㈱宮崎食品工場で品

質管理の仕事をしています。大変重要な部署

で緊張の毎日ですが、いろんな発見もあって

楽しいですよ。女性コーラスグループ「アラ

モード」に所属。8月1口、中央公民館での

イベントにゲスト出演します．ぜひ、聞きに

来てください。手作りの衣装にも注目してね。

〃

黒木　肇・奈津子さん家の

わんばくくん（永江）

しみん

駿くん

　　〔3歳8カ月｝

　シャボン玉を飛ばすのが

大好きな恥くんは、妹をと

てもかわいがるんだよ。元

気でたくましく育ってね。
し瀞・’－

導．
剣 ・● 土

ゆ
　だ

妖65
，　　θ

甲斐聡志・佳代子さん家の

　おてんばちゃん（塩田）

　　ほ品名帆ちゃん

　　〔3歳2カ月）

．・
p　バスケットをしているお

　　　　父さんにドリフルを教えて

　　　　もらっているの。早く上手

　　　　になれるといいな，

（
単
位
”
千
人
）
2
0

15

10

5

・　数字で見る日向市④

鵬《大字別国勢調査人口の推移》

日知屋

財光寺

　細島
　●　　　o
美々津

幸脇

　　　　●　●　．・o富高
●　　　●

　　　　　　　平岩
　　　　’曽一』●　　ご塩見

　　　　　　　　新町

．　　昭　　　　　　　　　　　　　　　　昭
　　30　　　　35　　　　　40　45　　　　　　　　　50　　55　　60　　2　　　7　　　9

〔注〕平成9年については．現在入口謂査による

51

）

　　こんにちは

り　図書館です

　夏到来．うだるような暑さの中、し

ばし図書館でゆっくり読書などで過ご

していただけたらと思います。

　しかし、夏休み期間中は、少し心配

なこともあります。この期間は、小中

学生や高校生の利用がとても多く活気

があり喜ばしい反面、館内での利用マ

ナーについての指導に職員は追われっ

ぱなしとなるのです．

　図書館は、禁IL事項・注意事項の張

り紙について、できるだけ避けたい方

針ですが、今年もやはり規制事項の張

り紙を増やさなければならない現状と

なっています。図書館は、無料で本や

雑誌・新聞等が読めるみんなの公共施

設です．子供のときから、公共の場や

社会においてのマナーを守る習慣を身

につけることは、大切だと思います．

将来を担う子供たちを地域や家庭の中

であたたかく育てていきたいもので

す、この夏は、だれでもが気持ちよく

過ごせる図書館でありたいと願ってい
ます．

「読書感想絵はがき展」作品募集

　今、図書館では、読書感想絵はがき

展の作品を募集しています，これまで

にあなたが出会えてよかったと思う本

の感想を絵はがきにしてみませんか．

詳しくは、先月号のこのコーナーまた
は「盲」ン／ズ1書負官〔容54－1919）　まてト

〈休館日のお知らせ〉

・8月　 1、　3、10、17、24㌧31日

9月　 1、　7、14、15、21、23、28日

〃
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52－2111

（

臨
時
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

原
爆
犠
牲
者
に
黙
と
う
を

　
8
月
6
日
は
広
島
、
9
日
は

長
崎
の
「
原
爆
の
日
」
で
す
。

ま
た
、
8
月
1
5
口
は
、
終
戦
記

念
日
に
当
た
り
ま
す
．
、

　
市
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
お
い

て
、
戦
没
者
の
冥
福
と
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
っ
て
、
次
の

時
間
帯
に
1
分
間
の
臨
時
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
黙
と
う
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
8
月
6
日
（
木
）
1
1
午
前
8
時

15

ｪ
か
ら
1
分
間

◇
8
月
9
日
置
日
）
1
1
午
前
1
1
時

2
分
か
ら
1
分
間

◇
8
月
1
5
日
（
土
）
1
1
正
午
か
ら

1
分
間

　
平
成
1
0
年
度
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

校
な
ど
を
卒
業
さ
れ
る
方
、
及

び
そ
の
家
族
・
関
係
者
を
対
象

に
、
地
元
企
業
が
参
加
し
て
の

「
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
」
を

開
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程
目
8
月
1
1
日
（
火
）
午
後

1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
（
受
付

は
、
午
後
0
時
3
0
分
一
）

◇
会
場
1
ー
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー

ト
日
向

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
企
業
誘
致

推
進
室
（
8
内
線
2
8
3
1
）

ま
た
は
口
向
商
工
会
議
所
（
倉

52

P
5
1
3
1
）

月の相談日程

◇交通事故巡回相談

　　と　き■8月21日（金）

　　　　　　　　10；30～14：30

　　ところ■中央公民館

◇人権・行政相談

　　と　き■8月25日（火）

　　　　　　　　10：00～15：00

　　ところ■日知屋公民館

◇無料法律相談（要予約）

　　と　き■8月27日（木）

　　ところ■中央公民館

　　申込先■市民課（雪内線2140）

◇年金巡回相談

　　と　き■8月11日（火）

　　　　　　　　10；00～15：00

　　ところ■青少年ホーム

◇子育て相談（毎月第2・4土曜日）

　　と　き■8月8日・22日

　　　　　　　　10：00～16：30

　　ところ■アスティ日向寿屋

ま
で
に
市
教
育
委
員
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社
会
教
育

課
（
燈
内
線
2
4
2
5
）

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
8
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ

ず
2
年
が
経
過
す
る
と
時
効
と

な
り
受
給
権
を
失
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間
1
－
8
月
1
1
日
（
火
）

～
9
月
1
0
口
（
木
）

◇
必
要
書
類
1
1
印
鑑
、
児
童
扶

養
手
当
証
書
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
な
ど

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
福
祉
事
務

所
（
a
内
線
2
1
6
4
）

罫
自
衛
隊
日
向
募
集
事
務
所
の
お
知
ら
せ

月
1
1
日

《
曹
候
補
士
》

◇
応
募
資
格
1
1
平
成
1
1
年
4
月

1
H
現
在
で
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未

満
の
男
女

◇
受
付
期
間
1
1
8
月
3
日
～
9

月
1
1
日

遅
2
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
》

◇
応
募
資
格
1
1
平
成
U
年
4
月

1
日
現
在
で
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未

満
の
男
女

◇
受
付
期
間
1
1
高
校
在
学
生
の

み
8
月
3
日
～
9
月
1
1
口
（
．

般
男
子
は
随
時
受
付
）

《
海
・
空
自
衛
隊
航
空
学
生
》

◇
応
募
資
格
1
1
平
成
1
1
年
4
月

1
日
現
在
で
1
8
歳
以
上
2
1
歳
未

満
の
男
女

◇
受
付
期
間
1
1
8
月
3
日
～
9

月
1
1
日

《
看
護
学
生
》

◇
応
募
資
格
1
1
平
成
1
1
年
4
月

－
日
現
在
で
1
8
歳
以
上
2
2
歳
未

満
の
女
子

彦

地
元
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
で
す

　
日
向
市
文
化
賞
の
候
補
者

．
い・

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

．佃

ｶ
化
に
功
績
の
あ
っ
た
方

◇
対
象
1
1
日
向
市
在
住
者
及
び

市
内
の
所
在
す
る
施
設
、
団
体

ま
た
は
日
向
市
出
身
者
で
、
日

向
市
の
文
化
向
上
発
達
に
特
に

顕
著
な
業
績
を
有
す
る
方

◇
授
賞
目
学
術
、
芸
術
、
技
術
、

体
育
の
各
部
門
及
び
文
化
関
係

の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
（
一
般
功
労
）

を
顕
彰
し
ま
す

◇
推
薦
方
法
1
1
推
薦
書
（
教
育

委
員
会
及
び
中
央
・
日
知
屋
・

細
島
・
南
日
向
・
美
々
津
公
民

館
に
あ
り
ま
す
）
を
8
月
3
1
日

児
童
扶
養
手
当
の
請
求

　
市
は
、
U
タ
ー
ン
希
望
者
や

来
春
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
計

を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
の
母

親
、
ま
た
は
父
親
が
身
体
な
ど

の
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
の

母
親
、
あ
る
い
は
そ
の
母
親
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
対
し
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　
こ
の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
況
届
は
、
受
給
者
の

前
年
の
所
得
の
状
況
と
、
8
月

1
日
現
在
の
児
童
の
養
育
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、

聯
齢
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

《一

ﾊ
曹
候
学
生
》

◇
応
募
資
格
1
1
平
成
1
1
年
4
月

1
日
現
在
で
1
8
歳
以
上
2
4
歳
未

満
の
男
女

◇
受
付
期
間
1
1
8
月
3
日
～
9

　　市は「身元調査お断り運動」を推進しています

レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス容52－2000・2070へ

◇
受
付
期
間
1
1
9
月
1
6
日
～
1
0

月
1
3
日

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
日
向
募

集
事
務
所
（
倉
5
2
－
6
9
1
4
）

ま
た
は
市
総
務
課
（
君
内
線
2

2
2
4
）
へ
。

　
女
性
の
皆
さ
ん
へ

受
診
し
ま
し
ょ
う

婦
人
健
康
診
査

　
婦
入
の
健
康
は
、
家
庭
生
活

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
女
性
は
、
無
理

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
妊
娠
・
出
産

な
ど
に
よ
り
、
骨
粗
髪
症
に
な

り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
は
、
女
性
を
対
象
と
し
た
婦

人
健
康
診
査
及
び
骨
粗
懸
症
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
対
象
1
1
．
1
9
～
3
9
歳
の
女
性

◇
実
施
時
期
一
1
9
月
初
～
中
旬

◇
実
施
方
法
1
1
決
ま
っ
た
日
時

に
お
近
く
の
公
民
館
等
で
行
い

ま
す

◇
受
診
料
1
1
3
0
0
円

◇
検
査
内
容
時
問
診
、
血
液
検

査
、
検
尿
、
血
圧
測
定
、
身
体

計
測
、
診
察
、
骨
粗
霧
症
検
査

◇
申
込
方
法
1
1
8
月
2
0
日
（
木
）

ま
で
に
市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
日
時
、
場
所
に
つ
い
て

は
、
申
込
者
に
直
接
連
絡
し
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
（
倉
内
線
2
1
8

1
）

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

停
電
や
感
電
事
故
を

な
く
す
た
め
に

　
宮
崎
県
に
は
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
数
多
く
の
台
風
が
襲
来

し
ま
す
。
こ
の
と
き
気
を
つ
け

た
い
の
が
、
電
線
に
関
す
る
事

故
等
で
す
。

　
九
州
電
力
㈱
で
は
、
迷
惑
な

停
電
や
悲
惨
な
感
電
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

①
切
れ
た
電
線
は
、
大
変
危
険

で
す
の
で
、
絶
対
に
触
ら
な
い

で
、
九
州
電
力
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

②
電
線
へ
の
倒
木
や
、
樹
木
等

が
電
線
に
接
近
し
て
い
る
所
な

ど
に
気
づ
い
た
ら
、
九
州
電
力

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

◇
連
絡
先
1
1
九
州
電
力
㈱
口
紐

営
業
所
（
酋
5
2
1
2
1
8
1
）

　
日
向
市
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
H

今
考
え
よ
う
自
分
ら
し
さ

内
線
2
2
2
0
）
へ
。

◇
日
時
1
1
9
月
1
2
日
（
土
）
正
午

～
午
後
3
時
3
0
分

◇
会
場
1
1
H
向
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー

女
性
被
害
相
談
電
話
の
案
内

察
官
ま
た
は
女
性
職
員
が
お
話

し
を
伺
い
ま
す
。

◇
女
性
被
害
相
談
電
話
1
1
0
9

8
5
1
3
1
1
8
7
4
0

　
信
頼
で
き
る
お
店
の
マ
ー
ク

　
市
は
、
男
女
が
と
も
に
杜
会

に
お
け
る
役
割
や
生
き
が
い
を

考
え
な
が
ら
、
す
て
き
に
生
き

る
た
め
の
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
、
平
成
2
年
度
か
ら
毎
年
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
内
容
及
び

開
催
時
期
を
2
回
に
分
け
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
後
期
開
催
の

パ
ー
ト
H
で
は
、
「
今
考
え
よ

う
自
分
ら
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に

分
科
会
等
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
企
画
課
（
費

6月中の交通事故

日向市分 O内は前月比

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故

15件　0人　17人　141件

（一3）　（±0）　（一3）　（一ト31）

～止まって確認、無事故に挑戦～

許
せ
な
い
性
犯
罪

勇
気
を
も
っ
て
届
け
出
を

　
レ
イ
プ
や
痴
漢
と
い
っ
た
女

性
に
対
す
る
性
的
な
犯
罪
は
、

人
に
話
す
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ

る
、
犯
人
に
脅
か
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
た
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
の
差
恥
心
や
恐
怖
心
に
つ
け

込
む
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　
宮
崎
県
警
察
本
部
で
は
、
こ

の
よ
う
な
性
犯
罪
に
遭
わ
れ
た

方
の
た
め
に
女
性
被
害
相
談
電

話
を
開
設
し
ま
し
た
。
　
一
人
で

苦
し
み
、
悩
ま
ず
に
、
勇
気
を

も
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
は
、
専
門
の
女
性
警

愛
の
ご
寄
付
（
敬
称
略
》

社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
6
月
3
0
日
現
在

本田宮
{村本ナ　　　ビ

~照サ
q美子

故
人

良豊
@　守
Y久

喪
主

本花亀
@ケ崎
{丘東

地
区

ご
存
じ
で
す
か
S
マ
ー
ウ

　
S
マ
ー
ク
は
、
理
容
業
・
美

容
業
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
お

店
が
厚
生
大
臣
許
可
の
標
準
営

業
約
款
制
度
に
従
っ
て
営
業
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
マ
ー

ク
で
す
。

　
こ
の
S
マ
ー
ク
を
店
頭
に
掲

げ
て
い
る
お
店
で
は
、
消
毒
・

衛
生
・
確
か
な
技
術
が
保
証
さ

れ
、
万
一
の
場
合
、
事
故
賠
償

基
準
に
基
づ
い
た
補
償
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
理
容
店
・
美
容
店
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
の
お
店
選
び
に
は
、

安
心
と
信
頼
の
S
マ
ー
ク
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

椎森伊黒北黒小後黒金
葉田東木川木林藤木丸
ケ　　　　　　　甚
サ勝　　　喜遊秋哲重太文
エ美猛義亀吉男治郎子
好タハ　敏サ悦はマ元
　カッ巧　工　るッ
見エエ　彦子子え子紀

新
　
霊

亀
　
崎

切
島
山
2

迎
洋
園

秋
　
留

向
江
町

高
松

永
江
町

中
　
原

公
園
通
り

召



r．＝

｡

璽
腿
“
嗣
＼
H
同
乱
一
⊃
“
雪
田
O
⊃
口

薩
除
間
日
　
＼
口
聾
越
胡
塗
馨
匹
田

引
O
O
O
　
　
O
目
【
［
　
　
コ
『
断
髪
巳
4
」
⊃
貝
［
0

，
⊃
コ
⊃
コ
　
　
一
⊃
　
　
⊃
’
　
己

■
■
コ
ロ
＝
　
　
＼
誹
0
己
旺
、
コ
匪
「
一
、
P
F
’

I
I

I

：す：：こ：や：が広場．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　乳幼児健診
■3カ月児健診
と　き◇8月13目（木，、28日（金，

対　象◇平成10年5月生まれ

■7カ月児健診

日　時◇8月21日　（金）

対　象◇平成10年1月生まれ

■1歳児健康相談
日　　巨寺◇8月18｝．i〔ソO

対　象◇平成9年7月生まれ

■1歳6カ月児健診

日　時◇8月6日（木／

対　象◇平成9年1月生まれ

■3歳児健診

日　時◇8月7日（金）

対　象◇平成7年1月生まれ

※受付時間は、3カ月児　午後1時

～1時30分、7ヵ月児・1歳6ヵ月

児・3歳児　’｝二後1時一2時、1歳

児　乍前9時30分～10時です。

母． v二健康手帳を忘れずに、健康管理

センター（麿内線2181・2182）へ、

　8月の休日在宅医
●2日　〉黒木医院（内麿526055）

［〉萩∫京巨艮看卜　（目蔭雪63　7222）　　＞1［1元

医院（小児容536066）　［〉大平医院

（整外・リウ・内・リハ麿523337）

●9日　〉甲斐医院（外・胃腸麿53

5000）レ児玉小児科医院（小児容52

2530）　〉安部医院　〔内・循環倉53

4788）

●16日　〉和田病院〔内・外・脳
夕1」・方塞・　リノ、君52　001ユ）　　［〉豪者方1ケミ

院（内・小児容536333）　〉田中眼

科（眼含524〔〕09）

●23日　　　〉三月三と病1亮　　（1勺　・　タト・　整

外・胃腸・麻酔2580034）　〉尾崎

眼科（眼費525600）　〉今糸含黎医院

（内・循環容542459）　レ寺…尾医院

（産婦君631447）

●30日　　〉渡辺病院　（産婦・泌尿君

571〔〕iD　＞ノこ生堂医院〔内・整外・

麻酔倉53891ω　レ武富［シこ院〔皮TEL

525522／

　　のびのび子育て
　．∫・育てテレホンサービス《實53

－5857》の8月分のテーマは次

のとおりです．

レ3日　（8月♪一9日　他人の持ち

物がよく見える

レ10日～16日差栄養不足による了・供

の異常

レ17Li～23日　親の育児責任につい

て考える

レ24日～31FI　3歳児と運動遊び

牽A「

〆

ρ

ノ

多
　　ぜ、

－

D

、’

　　8月の献血日程
◆3日（月）　九電1：日向営業所（8：

00－9：30）、日向市役所〔タクシー

協会協力10：00－16＝00）

◆14日〔金／　ホームワイド財光寺店

qO：〔〕O～16：｛〕0）

◆26日〔水〕　第．．一糖業宮崎事業所

（10＝00～ll：30）、日向看護専修
f1

r†交　〔13：00－16：00）

　　8月の母親学級
■19H（水）　妊娠と歯の健康・虫歯

チェック等

■27日（木）　出産に向けて

　会場は、市民健康管理センターで、

時間はいずれも午後1時30分からで
す。

　　すくすく教室
●目時＝8月27日（木）午後2時～

●会場＝市民健康管理センター

●対象；生後6ヵ月までの乳児を育

児中のお母さん・お父さん

●内容一〔D身体測定、，離乳食づく

り、②育児相談、①交流会など

谷
ロ
博
美
さ
ん
・
樹
蘭
ち
ゃ
ん
親
子
（
切
島
山
2
）

八一イ！

　　　　　保健婦です

　夏になるとダイエットが気にな

りますね。問題はその方法です。

無理に食事を我慢したり、激しい

運動をしたりする方法は、

　・貧血、生理不順等で体を壊す

　・筋肉が落ちてしまう

　・運動によって関節を痛める

　・体重（脂肪）が戻りやすい

といった害を招くことがあります。

　では、健康的に痩せるためには

どうすればよいのか、下記にその

ポイントをまとめてみました。

①3食必ずとり、間食を避ける

②食事はバランスよく食べ、量や

　カロリーを抑えるように注意

③筋肉を使う生活習慣を身につけ

　る（歩く。階段を上る。掃除、

　洗濯を小まめに行うなど）

④筋肉をつけてから運動を（運動

　は20分ぐらいのウォーキングを

　1週間に3日間行うことから始

　めましょう《有酸素運動》）

　車やコンビニのなかったころ、

ダイエットは必要なかったのかも

しれません。ダイエットは、生活

習慣の改善とも言えます。〈渡辺〉

　
先
日
、
私
の
家
で
飼
っ
て
い

た
ヤ
ゴ
が
ト
ン
ボ
に
な
り
、
ど

こ
か
に
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
，

　
ヤ
ゴ
が
私
の
家
に
来
た
こ
ろ

は
、
1
㎜
も
な
い
卵
で
し
た
が
、

ふ
化
し
て
ト
ン
ボ
に
な
る
こ
ろ

に
は
体
長
1
・
5
㎝
に
ま
で
成

長
し
ま
し
な
．

　
ヤ
ゴ
が
ト
ン
ボ
に
な
っ
た
の

は
、
真
夜
中
の
1
2
時
過
。
ヤ
ゴ

の
殻
か
ら
抜
け
出
た
ト
ン
ボ
の

姿
は
、
と
て
も
美
し
く
神
秘
的

に
見
え
ま
し
た
．
．

　
私
も
ヤ
ゴ
と
同
じ
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
努
力
を
重
ね
て
、
皆

さ
ん
に
読
ま
れ
る
広
報
紙
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
《
Y
》

後編

言己集

謬

日向市の人ロと世帯
　　　　　（平成10年7月1日現在）

人　口

　男

　女

世帯数

58，912人（十29）

27，937人（一　1）

30，975人（十30）

21，395世帯（十　22）

転入144人転出158人

出生77人死亡34人
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